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これまでのＸ線精密撮像観測の多くは、１０ keV以下に限られていた。そのため、１０ keV以上の硬Ｘ線領域
で支配的となる非熱的なＸ線放射の撮像観測は、これまで行なわれておらず、硬Ｘ線領域における撮像観測が大
きな課題となっている。そこで我々は、８０ keVまで撮像が可能で、次世代Ｘ線天文衛星に搭載予定である多層
膜スーパーミラーの硬Ｘ線望遠鏡を開発している。さらにこの硬Ｘ線望遠鏡を用いた気球による硬Ｘ線撮像観測
が計画されており、その焦点面検出器を開発している。
気球実験において焦点面検出器に求められる性能は、直径２０mm以上、位置分解能２mm以下で、望遠鏡の
エネルギー領域である２０ keVから８０ keVで十分な検出感度をもつことである。これに対して、我々は、大面
積化が容易で８０ keVまでのエネルギー領域に対して十分な検出効率をもつNaI(Tl)のシンチレータと位置感応
型光電子増倍管を組み合わせた位置感応型NaI(Tl)シンチレーションカウンターの開発及び性能評価を行なって
いる。
本検出器は、直径７６mm、厚さ３mmのNaI(Tl)円柱形結晶シンチレータと同直径の浜松ホトニクス社製位
置感応型光電子増倍管Ｒ２４８６からなっている。この検出器の性能として５９．５ keVのＸ線に対してエネル
ギー分解能１６％、位置分解能２．１６mm(FWHM)が得られており、結晶上面が砂面仕様となっているNaI(Tl)
シンチレータやCsI(Na)シンチレータを用いることでさらなる性能の向上を図っている。そしてさらなる精密な
性能評価を行なうために SPring-8の単色放射光を用いた実験を行なった。本講演では、シンチレーションカウン
ターの現状並びに SPring-8実験での結果について報告する。


